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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,化学プロセスにおいて,定常状態のみならず過渡状態においても良好な制御性能を有する制
御系の設計法を確立することを目標にして,具体的な事例に基づいて研究した成果をまとめたものであり,
得られた主な成果は次の通りである｡
(1) 目標値の時間的な変化を目標値生成系,シーケンス的に行われる各種の操作を外乱生成系として状
態方程式に組み込んで最適サーボ系を設計する方法を提案し,コークス炉温度制御に応用した｡
(2)スタートストップ,生産量の変更,生産品目の変更の際に必要な負荷変更操作に対して,状態変数
以外に,負荷を代表する操作変数に目標値をもつ場合の最適サーボ系を設計する方法を提案した｡
(3) むだ時間生成系を状態方程式に組み込んで最適サーボ系を設計することにより,古典的なスミスの
むだ時間補償法によるものと類似の構造を有する制御系が得られることを示した｡また熱交換器の
制御に適用し,シミュレーションおよび実験によ,9その有効性を確認した｡
(4)厳密な状態空間線形化法とオブザーバ,非線形入出力変換に基づいて,非線形性プロセスに対する
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制御系の設計法を提案し,連続重合プロセスの生産量制御と晶質制御に適用して,シミュレーショ
ンによりその効果を確認している｡
以上要するに,本論文は手動操作の半数近くを占めている生産量の変更,スタート･ストップ,バッチ
運転,生産品目の変更のような過渡状態の運転を自動化するための制御系の設計法を提案し,その有用性
を具体的な事例について検証したものであり,得られた成果は学術上,実際上寄与するところが少なくな
い｡よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡
また,平成9年1月31日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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